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【１．目的】
トランスジェンダー(Transgender):
•「出生時に付けられた性別と性自認が異なる人」
•性同一性障害という医療的概念に対抗するため当
事者運動から生まれた概念。 (≠性同一性障害)

•従来:強い性別違和を持つ「性同一性障害」が
医療的ニーズが高いこともあり、関心の焦点。

•しかし脱病理化，人権保障のニーズの高まりの中
で、トランスジェンダー全体の把握が必要に。

•そのため、概念的・操作的定義を検討した上で、
一般市民を対象とした調査による、分布の把握が
欠かせない。
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【２．方法】
一歩戻って
性同一性障害(GID)の人数・割合の研究とその課題

医療からのアプローチ: 医療施設受診者
法制度的アプローチ: 法的に性別変更した人数

いずれも「性同一性障害」としてみても暗数が大きい
（受診者は一部。またその中で性別変更した人はさら
に少数）。
→これらから人数の推定は難しい。これからトランス
ジェンダーの数の推定は困難。人口比推定はさらに困
難
※2018年６月、世界保健機関(WHO)は、国際疾病分類
の第11回改訂版（ICD-11）にて精神疾患から除外し、
Gender Incongruence に置換えを決定（日本精神神経学
会の仮訳は「性別不合」）。2019年5月正式承認。 3



調査上の課題
トランスジェンダーに該当しても、自分の性

自認を表現する言葉を持たない人や、別の様々
な言葉で表現する人も少なくない。
→「あなたはトランスジェンダーですか?」と
尋ねても、トランスジェンダーの限られた一部
しか把握できない。（予備調査でも確認）
→ 「トランスジェンダー」の概念に立ち返り、
出生時に付けられた性別と、性自認を尋ね、そ
の回答の組み合わせで調査者が判断。
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• ２つの調査から探る。
（１）大阪市民調査（大阪市民の働き方と暮らしの多
様性と共生にかんするアンケート）

18～59歳の大阪市民15,000人を対象、郵送による標本
調査。

(詳細は釜野報告、および結果速報を参照)
http://www.ipss.go.jp/projects/j/SOGI/

（２）オフィストイレのオールジェンダー利用に関する
意識調査(以下、トイレ利用意識調査）
クローズド型のウェブ調査。地域・年齢・性別で層化
し住民基本台帳人口比で割付け、全国18～59歳の有職者
3万人から回答。
オフィストイレのオールジェンダー利用に関する研究会
（金沢大学・コマニー(株)・(株) LIXIL)
（詳細は金沢大学岩本研究室のサイトで公開の報告書（公開用資
料）参照）http://iwamoto.w3.kanazawa-u.ac.jp/allgender.html

調査とデータ
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大阪市民調査 調査票(抜粋)
（アメリカ等との国際比較も意識）
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【３．結果】
(1) 大阪市民調査

•現在自認する性別が、出生時とは別の性別
または「その他」の人（以下［トランス
ジェンダー］）は32人（0.7%）
（性別無回答[14人] 0.3%）

•

•出生時性別が「男」の場合
現在の自認「女」(6人)・「その他」(6人)
計12人(0.7%)

•出生時性別が「女」の場合
現在の自認が「男」(4人)「その他」(16人)
計20人(0.8%) 7



(2)トイレ利用意識調査
（オフィストイレのオールジェンダー利用
に関する意識調査）
目的
トランスジェンダー・シスジェンダー双方の、オ

フィストイレ利用についての意識と実態の詳しい把
握

⇒その目的に沿って性自認をジェンダー・スペクト
ラム(gender spectrum)で把握 (cf.  Benjamin,H)

(理念型としての) (理念型としての)
男 女

しかし「あなたの男性度/女性度は何％?」などと
尋ねても回答が難しいので、実査では、、、
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調査におけるジェンダー区分の定義と分類

9

※出生時の戸籍性別と性自認から構成されるトランスジェンダー4区分
MTX:Male To X-gender , MTF:Male To Female , FTM:Female To Male , FTX:Female To X-gender
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回答者におけるトランスジェンダーの割合

 回答者全体（18～59歳の有職者30,000人）におけるトランスジェンダーの割合は2％であった。
 性別違和の程度はさまざまであり、性同一性障害や性別違和等で医療機関を受診していない人も多く
含まれる。

全体の割合

■トランスジェンダー ■シスジェンダー ■不明

93.6％

2.0％

4.4％

n30,000

 ここでいう「トランスジェンダー」とは、「出生時の戸籍性別」と
「自認する性別」の回答が一致しなかった人を指す(注)。

 性別違和の程度により、トランジェンダーをどう定義するかによって
割合は異なる（次ページ参照）。
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（注）下記設問①と②の回答が一致しなかった人（詳細は前ページ参照）

設問①:あなたの出生時の戸籍の性別をお知らせください（ひとつだけ）
→ 回答選択肢:男性 ／ 女性

設問②:あなたは現在、ご自身の性別をどのように捉えていますか?（ひとつだけ）
※性格や気質・外見等ではなく、あくまでも自分の性別に対する意識として
→ 回答選択肢:男性 ／ どちらかといえば男性 ／ どちらかといえば女性 ／ 女性

Xジェンダー・中性・無性など ／ わからない・その他 ／ 答えたくない
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回答者におけるトランスジェンダーの割合:トランスジェンダー定義別

トランス
ジェンダー
定義範囲

性自認の選択内容

性自認
選択肢

出生時
戸籍性別

男性
どちらか
といえば
男性

どちらか
といえば
女性

女性

Xジェン
ダー・中
性・無性
など

わから
ない・
その他

答えた
くない 割合

広義 １ 出生時の戸籍性別
と異なる性別

男性 ー －注 ○ ○ ○ ○

対
象
外
（
不
明
）

2.00％
女性 ○ ○ ー注 ー ○ ○

２ どちらかといえば を
含む男性または女性

男性 ー ー注 ○ ○ ー ー
0.95％

女性 ○ ○ ー注 ー ー ー

狭義 ３ 男性または女性
男性 ー ー ー ○ ー ー

0.35％
女性 ○ ー ー ー ー ー

 性自認についての自身の認識やその程度により、割合に違いがでる。
 性自認において、「Xジェンダー」や「わからない」等を除いた割合は0.95％、「どちらかといえば」を除く男性
または女性を選択した回答者に限定した割合は0.35％であった。

※本調査では、1をトランスジェンダーとし、分析を行った
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ｎ 30,000
注:判別困難のため、不明とした。

前々ページ【調査におけるジェンダー区分の定義と分類】を参照
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トランスジェンダー回答者のジェンダー内訳

 トランスジェンダーのうち、出生時の戸籍性別が女性の回答者が6割を占め、性自認ではXジェンダー、
わからない等の回答者が過半数を占めた。

 出生時の戸籍性別が男性の場合は、性自認が女性またはX等の割合がほぼ同率、出生時の戸籍性別
が女性の場合は、性自認が男性よりもX等の方がやや多かった。

出生時
戸籍
性別 男性

62％
38％

女性

どちらかと
いえば女性

Xジェンダー
中性・無性

わからない
その他

わからない
その他

Xジェンダー
中性・無性

どちらかと
いえば
男性

男性

n600

内円:出生時戸籍性別／中円:性自認／外円:トランスジェンダー４区分

8.2％9.3％

10.7％

11.5％

7.7％

13.8％

19.5％

19.3％

トランスジェンダー内訳詳細

MTF
18.8％

MTX
19.2％

FTM
28.7％

FTX
33.3％

女性

出生時
戸籍性別

 出生時の性別が女性のトランスジェンダー
が多いという傾向は、日本の他の調査に
おいても同様である。

（報告書p85【補足資料:国内調査におけるトランス
ジェンダーの構成比、割合について】 を参照）
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【４．結論】
•「出生時に付けられた性別」と「性自認」の質
問の組合せにより、性自認の質問の異なる２つ
の調査からトランスジェンダーを把握したが、
いずれからもトランスジェンダーのすそ野の広
がりが量的に明らかとなった。

•強い違和を持ち出生時とは反対の性別に帰属す
る人々と同数以上に、男女の中間的な（あるい
は男女の枠で捉えられない）性自認を持つ人が
存在する。

•トランスジェンダーを性別二元論に当てはめ
るのは不適切であり、多様性を持つグループで
あることが、量的調査で裏付けられた。

•さまざまな社会調査においても、性別に関して、
このことを踏まえた質問が望まれる。 13
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